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澱粉原料として多収の「コナフブキ」は主
要品種として栽培されている。残念ながら
どの品種も、シスト線虫に抵抗性を持たな
い。しかし、消費者や加工現場からの品質
に関する要望は大きく、これらの需要に適

合した抵抗性品種が多数育成されている。
新品種の作付け面積拡大により、自然な形
でシスト線虫の拡大抑制が進むと期待す
る。

話題 天皇陛下の「サツマイモの花の思い出」に関する新聞記事
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